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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
　ASEAN の共通する課題は、加速する高齢化である。しかし、大学における看護、介護教育は全国で標準化
されておらず、指導する教員は、タイではかなり増えてきているが、ベトナムでは皆無であった。

【活動内容】
　佐久市は、「世界最高健康都市宣言」の下、地域包括的ケアの取組みに力をいれ、増え続ける高齢化 (2015
年現在 28.4%) に対し健康寿命を延ばす活動をしている。今般タイ、ベトナムから計 5 名の研修生を 2 週間受
け入れ、高齢者看護ケア教育の指導者を育成すべく佐久大学で講義、佐久市の施設で見学研修を行った。
　佐久大学の教員 3 名がタイ、ベトナム ( タイの教員 1 名と共に ) へ出向き現地でセミナーを開催した。

【期待される成果や波及効果等】
　現地セミナーの波及効果は大きい。教員の養成は現地にとり喫緊の課題である。

1.　高齢者看護ケア教育モデュールの開発
	 	 	 	

	 	 	 	 学校法人 佐久学園 佐久大学

＜研修実施結果＞ 
11 月 10 日～ 25 日　研修生受入（5 名）
　・日本の保健医療・介護制度
　・日本の高齢化と老年看護学
　・老年看護学の教育内容
　・老人保健施設の見学
　・実習室におけるｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
　・看護・介護学生の実習見学
　・老年看護学　　モデュールの作成
12 月 8, 9 日　タイ、セミナー（170 人）
12 月 11, 12 日ベトナム、セミナー (180 人 )

タイ王国（２大学）：
Burapha 大学、  

Suan Dusit 大学
ベトナム（３大学）：

Pham Ngoc 
Thach 大学、

Nguyen Tat Thuah 大学
Hong Bang Univ. 

International 大学

佐久大学
佐久市、他

連携協力

提案

タイ看護・助産評議会
　（セミナー科目の認定）

タイ老年看護学会
ベトナム看護協会
ホーチミン支部、

看護教員協会
ホーチミン人民委員会

研修生受入
専門家派遣

協力支援
フォローアップ
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